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1 はじめに
無線 LAN(Local Area Network) は携帯電話，ノートパソ
コン，車車間通信など様々なところで使用されている．無線
は有線と比べ利用できる帯域は限られており，効率の良い
通信ができる MAC(Medium Access Control) プロトコルが
必要となっている．無線通信プロトコルには集中型の通信方
式 PCF(Point Coordination Function) や分散型の通信方式
DCF(Distributed Coordination Function)，DCF を拡張した

























IEEE802.11bや IEEE802.11gでは QoS(Quality of Service)
を考慮していない．そのため，IEEE802.11eでは QoSを考慮し
た EDCA を定義した．EDCA は DCF を拡張した通信方式で
あり，QoSを考慮している．EDCAを用いる場合，各ノードは








表 1 各 ACの CWと送信時間
優先度 AC CWmin～CWmax 送信時間
1 AC[VO] 3～7 1504μ sec
2 AC[VI] 7～15 3008μ sec
3 AC[BE] 15～1023 0







推測し, ノード数に応じた最適な CW を算出することによって
高スループットかつ高い公平性を実現した．しかし，シングル
















OBQ を評価するため，OBQ と従来の手法 IEEE802.11e












OBQ は，シングルホップ環境における QoS を考慮した
EDCA を想定している．より適用環境を広げるため，シング

























Number of nodes : 50
OBQ CW[VO]:CW[VI]:CW[BE]=2:3:30 (Packet Size:1280byte)
IEEE802.11e(Packet Size:1280byte)




































































































































できる分散型 MAC プロトコル OBM を提案した．OBM は最
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